
こどもDX推進に向けた官民連携について



Mission
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デジタル技術を集結し、

社会全体で子育てを支えるための環境整備を推進する
正会員は80社以上。スタートアップから大手事業者まで幅広いこどもDX事業者が参画
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官民連携での協同プラットフォーム実現に向けて

標準領域
国が定める領域

協調領域
業界団体などが定めた領域

競争領域
民間事業者などが行う領域

政府・東京都

民間事業者・施設等

目指す役割 避けるべき事態

仕様の標準化
(バックエンド)

最低限の

仕様の共通化
(ガイドライン)

創意工夫で

個別化
(インタフェース)

PF PF

独自の仕様が
多数乱立

収拾不能

•民間サービスと
連携できない

•標準仕様の社会
実装が進まない
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東京都との連携事業

子育て支援レジストリ

保活ワンストップシステム



API公開
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構造化・集約

◯◯補助金

◯◯支援金

◯◯クーポン

国

自治体

保護者接点を持つ
民間・公共サービス

プッシュ
通知

子育て支援レジストリ
アプリで通知されるから、

利用できる補助の
もらいそびれがなくなる！

制度情報を集約し
オープンデータ化

◯◯補助金

◯◯支援金

A区 B市 C町

リンク先からそのまま
電子申請ができる！配信効果の

効果測定 電子申請

◯◯補助金

◯◯支援金

◯◯クーポン

Govtech東京 民間アプリ（こどもDX推進協会）

・先行自治体選定＆自治体との窓口業務

・子育て支援情報の収集・構造化

・子育て支援レジストリのオープンデータ化（TDPF・API接続） など

・レジストリの情報を活用したプッシュ配信の実装・運用に

かかる総合調整（ベンダー募集・選定・実装支援など）

・APIの標準仕様の策定＆提言

・支援金・補助金のオンライン申請のスキーム検討など

「子育て支援レジストリ」の実装

政策への反映
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オンライン申請
スマートフォンの
プッシュ通知

日常的に利用している

子育て支援アプリで告知

東京都の多様な子育て支援制度を、

必要な保護者に確実に届ける

〜子育て支援金のもらいそびれをゼロに〜
支給有無などを
確認し、対象者だ
けにプッシュ通知

例）子育て情報サイト「ママリ」

官民連携での構築イメージ例


